
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投票日に投票できるか 
不確実な場合は、 

事前に 期日前投票 
4 月 20 日(月) ~ 4 月 25 日(土)  

投票所・時間は、公報等で確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
年
間
の
任
期
を
終
え
る
連

合
推
薦
の
大
船
渡
市
議
会
議
員

熊
谷
昭
浩
氏
と
東
堅
市
氏
か
ら

議
会
活
動
の
報
告
を
受
け
た
。 

    

熊
谷
昭
浩
氏  

 

大
船
渡
は
、
国
か
ら
も
復
興
の

進
捗
が
速
い
と
評
価
さ
れ
、
目
に

見
え
る
形
で
復
興
が
進
ん
で
き

た
。
復
興
計
画
の
四
つ
の
柱
①
市

民
生
活
の
復
興-

住
宅
再
建
・
仮

設
か
ら
の
移
転
退
去
、
災
害
公
営

住
宅
に
は
九
割
が
入
居
。
②
産
業

経
済
の
復
興-

中
小
企
業
補
助
金

等
で
九
割
の
企
業
が
再
建
。
③
都

市
基
盤
の
整
備-

三
陸
沿
岸
道
は

今
年
度
中
に
整
備
が
完
了
予
定
、

仙
台
ま
で
一
時
間
四
〇
分
、
宮
古

か
ら
一
時
間
、
さ
ら
に
効
率
的
な

連
携
を
と
り
な
が
ら
街
づ
く
り

を
進
め
る 

必
要
が
あ 

る
。
④
防 

災
ま
ち
づ 

く
り-

防 

災
セ
ン
タ 

ー
の
整
備
、 

防
災
無
線 

等
で
全
戸 
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休
の
導
入
、
▽
二
月
一
八
日
要
求

-

三
月
一
二
日
妥
結
、
初
任
給
の

引
上
げ
、
産
前
休
暇
六
週→

八
週

に
、
特
年
付
与
二
分
割→

三
分
割

利
用
可
能
に
、
分
社
化
に
な
っ
た

が
組
合
は
変
更
な
し
、
▽
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
盛
岡
・
仙
台
が
減
便-

Ｇ
Ｗ
ま
で
運
休
、
臨
時
給
は
検
討

中
、
▽
二
月
一
二
日
要
求-

三
月

一
六
日
妥
結
、
▽
二
月
二
二
日
要

求-

条
件
付
き
で
配
偶
者
の
出
産

休
暇
、
役
職
手
当
の
改
善
、
カ
フ

ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー

拡
充
。
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

同
日
に
開
催
し
た
第
二
回
組

織
代
表
者
会
議
で
は
、
第
九
一
回

岩
手
県
中
央
メ
ー
デ
ー
の
中
止

を
踏
ま
え
、
気
仙
地
区
メ
ー
デ
ー

の
中
止
、
気
仙S

h
in

e
 u

p

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
第
三
期
の
構
成
な

ど
を
確
認
し
た
。 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

妥
結
状
況
報
告
会
で
は
、
連
合

第
２
回
回
答
集
計
の
状
況
報
告

を
し
た
後
、
各
単
組
か
ら
取
り
組

み
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。 

※ 

要
求
額-
妥
結
額
は
省
略 

▽
二
月
一
八
日
に
通
勤
・
作
業
・

保
留
年
金
・
定
年
延
長
見
直
し
、

賃
上
げ
を
要
求
、
三
月
八
日
に
回

答
妥
結
、
▽
三
月
一
八
日
に
要
求

-

四
月
二
八
日
回
答
指
定
、
▽
二

月
一
〇
日
要
求-

猛
暑
手
当
の
新

設
七
月‐

八
月
外
勤
四
〇
〇
円
、

特
年
拡
大
見
送
り
、
妥
結
三
月
一

九
日
、
▽
三
月
一
六
日
紙
面
で
要

求-

回
答
内
容
を
検
討
し
五
月
上

旬
妥
結
予
定
、
▽
多
忙
化
解
消
、

タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
対
応
、
▽
三
月
一
二
日
最

終
回
答
、
一
時
金
前
年
と
同
額
、

期
間
雇
用
者
の
賃
金
算
出
見
直

し
、
パ
ー
ト
・
非
正
規
の
半
日
年

二
〇
一
九
年
三
月
に
転
勤
で
大
船

渡
に
赴
任
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
大
船
渡
に
転

勤
が
決
ま
っ
た
時
に
は
、
周
り
か
ら

車
を
購
入
す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
行
動
範
囲
が
狭
い
自

分
に
は
車
が
な
く
て
も
生
活
で
き
る

自
負
が
あ
り
、
思
っ
た
通
り
こ
の
一

年
、
車
を
持
た
ず
乗
り
切
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

し
か
し 

な
が
ら
、 

自
宅
・
会 

社
・
サ
ン 

リ
ア
シ
ョ 

ピ
ン
グ
セ 

ン
タ
ー
の 

魔
の
三
角 

地
帯
を
脱 

却
す
べ
く
、 

こ
の
三
月 

つ
い
に
人
生
で
初
め
て
マ
イ
カ
ー
を

購
入
し
ま
し
た
！ 

三
月
八
日
の
一
粒
万
倍
日
（
大
安

と
並
ん
で
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
る

日
）
に
納
車
と
な
り
ま
し
た
が
、
世

の
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
の
真
っ
只
中
。
学
校
の
一
斉
休

校
や
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な

ど
の
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
、
私
た

ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
、
人
と
の
接
触
を
出
来
る
限
り

避
け
る
べ
く
巣
ご
も
り
生
活
へ
。 

私
の
新
車
も
自
宅
の
駐
車
場
で
静

か
に
佇
み
、
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
日

を
「
今
か
今
か
」
と
待
ち
わ
び
る
日
々

で
す
。
出
番
が
な
い
の
は
残
念
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
収
束

し
た
ら
、「
愛
車
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
五
〇

〇
で
色
々
な
場
所
に
足
を
運
び
た
い

な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
最
後
に
な
り
ま
す
。 

弊
社
で
は
働
く
皆
さ
ん
の
豊
か
な

暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
く
た

め
の
様
々
な
商
品
を
取
り
揃
え
て
お

り
ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
お
車
等
ご

購
入
の
際
に
は[

ろ
う
き
ん]

へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
☆ 

 
 

 
 

紗
・
Ｍ 

１．基本的な考え方 
①密閉空間、②密集場所、③密接場面の 
３つの条件が同時に重なる場面を避ける 
労働者一人ひとりが、感染拡大防止に向 
けた行動変容を心がけることが重要である 

2．職場内での感染防止行動の徹底 
密閉空間を避けるため、換気を徹底する 
接触感染を防止するため、事務用品・OA 
機器の共用は避け、共用施設等の消毒を徹底する 
こまめな手洗い・手指のアルコール消毒を徹底する 
飛沫感染を防止するため、①咳エチケットの徹底 
②事務所・作業場における人と人との間の十分な距離
の確保（1 メートル以上）など 

3．通勤・外勤時の感染防止行動の徹底 
4．労働者の労務管理上の対応 
労働時間管理の徹底と超過勤務の抑制 
風邪（咳・発熱等）症状がある労働者への出勤免除、
外出自粛の勧奨、高齢者・基礎疾患がある者・免疫抑
制状態にある者・妊娠している者等への配慮 
労働者一人ひとりの健康管理行動（十分な睡眠時間確
保や栄養摂取等）の勧奨、労働者の日々の健康状態の
チェック等への配意（出勤前の体温測定の勧奨等） 

連合は、日々深刻化している状況を踏まえ、緊急集中労働相

談の集計結果を説明し、経済・雇用・生活の安心・安定の確保

に向けた総合的対策を厚生労働大臣、経済再生担当大臣に手交

し措置を求めた。また、内定取り消しや解雇・契約解除などへ

の対応をホームページに掲載するとともに、再度、職場におけ

る取り組みの再徹底を構成組織などに要請をした。 

に
渡
る
防
災
機
能
を
高
め
た
。

市
の
中
心
部
は
、
沿
岸-

商
業
地

域
、
山
側-

住
宅
地
と
し
て
整

備
。
中
心
部
以
外
の
各
地
区
の

被
災
跡
地
は
住
民
合
意
を
も
っ

て
街
づ
く
り
を
進
め
る
。 

 

今
年
度
か
ら
第
二
期
の｢

ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略｣

が
打
ち
出
さ
れ
令
和
六

年
ま
で
五
年
間
、
四
つ
の
基
本

目
標
と
一
一
の
施
策
、
二
八
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
市
の
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
進
め
て
い

く
。
具
体
的
に
は
、
大
船
渡
に

仕
事
を
つ
く
り
水
産
業
の
復

興
、
港
湾
の
利
活
用
、
津
波
復

興
祈
念
公
園
を
起
点
と
す
る
広

域
観
光
連
携
推
進
な
ど
。
議
長

と
い
う
仕
事
に
四
年
間
従
事
し

議
会
条
例
を
策
定
、｢

議
会
は
予

算
を
議
決
す
る｣

お
お
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も
活

動
に
邁
進
し
て
い
く
。･

･
･

等
。 

     

東 

堅
市
氏 

 

初
当
選
以
降
、
一
六
回
の
一

般
質
問
に
た
ち
、｢

議
会
通
信｣

を
毎
回
発
行
し
て
き
た
。
一
般

四
月
二
日
、
気
仙
教
育
会
館
に
お
い
て
「
妥
結
状
況
報
告
会
」
を
開

催
し
、
二
〇
二
〇
春
季
生
活
闘
争
の
各
単
組
の
状
況
を
確
認
し
、
現
状

を
共
有
し
た
。
引
き
続
き
、
日
々
、
連
合
活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
熊
谷
昭
浩
議
員
と
東
堅
市
議
員
の
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
た
。 

議
会
報
告
会
は
、
大
船
渡
市
政
の
現
状
と
課
題
把
握
、
大
船
渡
市
議

選
勝
利
に
向
け
た
総
決
起
の
場
と
し
て
最
大
限
の
動
員
を
予
定
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
社
会
情
勢
に
鑑
み
、
規
模
を
縮
小

し
、
単
組
代
表
者
と
幹
事
会
の
役
員
も
限
定
し
て
実
施
し
た
。 
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質
問
の
三
本
の
柱
は
①
産
業
振

興-

主
産
業
の
水
産
業
、
林
業
。

大
船
渡
の
山
林
は
九
〇
％
、
住

田
町
は
林
業
が
主
産
業
で｢

定

住
自
立
圏
構
想｣

の
基
に
連
携

で
き
な
い
か
。
②
少
子
高
齢
化

社
会
の
課
題-

子
育
て
支
援
の

充
実
と
と
も
に
介
護
施
設
の
充

実
を
訴
え
て
き
た
。
家
族
が
仕

事
を
継
続
で
き
る
手
立
て-

入

居
希
望
者
に
対
す
る
施
策
の
充

実
。
③
学
校
教
育
の
充
実-

今
年

か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
英
語

が
入
る
。 

小
中
一
貫 

教
育
が
始 

ま
っ
て
大 

槌
で
は
大 

槌
学
園
と 

な
る
学
校 

が
ス
タ
ー 

ト
す
る
。 

学
校
体
制
の
在
り
方
の
是
非
。

学
校
統
合
で
は｢

地
域
に
一
つ

学
校
が
な
く
て
は
地
域
の
ま
と

ま
り
が
な
く
な
る｣

と
主
張
し

て
き
た
が
、
吉
浜
で
は｢

複
式
は

か
わ
い
そ
う
だ｣

と
い
う
声
な

ど
が
大
き
く
難
し
か
っ
た
。 

議
会
は
三
権
分
立
。
予
算
や

施
策
の
チ
ェ
ッ
ク
と
共
に
団
体

や
地
域
住
民
の
要
望
を
伝
え
、

議
会
の
場
で
あ
る
べ
き
施
策
を

当
局
に
訴
え
て
い
く
。･

･
･

等
。 

新型コロナウイルス感染症の大規模な感染拡大防止 

 


